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１．研究成果の概要 

 

中小企業の資金調達問題、特に協働組織金融機関による地域金融のあり方が、コロナ禍後にも 

  継続して問われている。また、低金利の中で、金融機関が預貸業務を通じて収益を得る余地が 

  限られており、伝統的な銀行による間接金融のビジネスモデルが岐路に立たされている。 

 

   伝統的な協同組織金融機関などの地域金融機関が、現在の中小企業金融の諸問題にどれだけ 

有効に機能しているのかという問題意識に対して、さまざまな文献やデータを収集・整理する 

ことができた。引き続き同じ分析視角で研究を継続してまいりたい。 

 

   関連して、主宰する CUC 中小企業マネジメントスクールでは、4 年ぶりに外部講師を招いて 

  全 4 回の講座を開催することができた。本スクールを通じて、独自の経営理念のもとで変革を 

続ける中小企業の事例を学ぶことができた。 

 

 

２．著書・論文・学会発表等 

（できるだけご記入ください。査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

 

【論文（査読あり）】 

 

特になし。 

 

【著書・論文（査読なし）】 

 

特になし。 

 

【学会発表等】 

 

特になし。 

 

 



３．主な経費 

 

タブレット PC の買い替え、参考文献の購入、PC ソフトのサブスクリプション費用、 

機器備品の購入、関連学会の年会費支払、消耗品購入などに、個人研究費を有効活用 

することができた。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

 

特になし。 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 

 


